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臨時地震観測による糸魚川ー静岡構造線活断層系における応力場の特徴

Characteristics of stress fields around the Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line active fault
system by temporary seismic observations
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　糸魚川ー静岡構造線活断層系（以後、糸静活断層系）は、北部・中部・南部で断層形態や変位センスに大きな違い
が見られる。松本以北の北部域では南北走向・東傾斜の逆断層、松本―小淵沢間の中部域は北西―南東走向・左横ずれ、
また、小淵沢以南の南部域は南北走向・西傾斜の逆断層と言われている（例えば、奥村・他, 1998）。現在の応力場はこ
れらの断層を活動させやすい状態にあるのかを明らかにすることは極めて重要である。
　応力場に関する最も基礎的な情報源はメカニズム解である。しかし、日常的に発生している地震のほとんどはマグ

ニチュード 1以下の極微小地震であることから、現状の観測点配置では十分な数のメカニズム解が決定されていない。そ
こで我々は 2005年 9月から、糸静線活断層系南部域から北部域南端部にかけて、場所を変えながら臨時地震観測を実施
してきた。2008年 8月からは、北部域全域を対象とした臨時観測を新たに開始した。これにより、糸静活断層系全体に
渡る応力場の特徴を明らかにすることが可能となった。地震計は定常観測点の隙間を埋めるように配置し、サンプリン
グ周波数 200Hzで連続収録を行った。また、短期間、糸静線を横断する線状アレイも展開した。
　データ解析においては、P波初動の押し引きデータだけでなく、P波と S波の振幅値も同時に使うことにより、従来

よりも圧倒的に多数のメカニズム解を高精度で決定することができた。応力テンソルインバージョン解析により推定さ
れた応力場は逆断層場と横ずれ場が混在しているが、それらは空間的にランダムに発生しているのではなく、地域性が
見られる。中部および南部域では、応力場の空間パターンと従来考えられていた断層形態や変位センスは調和的であっ
た。最大主応力軸方位と合わせて考えると、現在の応力場は断層を再活動させやすいセンスに働いていると言える。一
方、北部域南端部（松本盆地東縁断層南部に相当）では中部域とほとんど同じ横ずれの応力場が推定され、従来考えら
れている断層形態や変位センスとは異なっていることが明らかになった（今西・他, 2006, 2008）。この特徴がさらに北
部まで続くのかについてはさらなるデータ解析が必要であるが、現在のところ、北部域北端部（神城断層に相当）まで
純粋な横ずれタイプの微小地震が発生していることが明らかになった。発表においては、北部域におけるデータ解析を
進めて応力テンソルインバージョンを実施し、糸静活断層系全体に渡る応力場の特徴をまとめる予定である。
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